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2003200320032003 年度夏学期年度夏学期年度夏学期年度夏学期    日本国憲法日本国憲法日本国憲法日本国憲法（（（（渋谷秀樹渋谷秀樹渋谷秀樹渋谷秀樹）））） 

試験時間試験時間試験時間試験時間：：：：90909090 分分分分    

解答用紙解答用紙解答用紙解答用紙：：：：両面両面両面両面１１１１枚枚枚枚（（（（書書書書ききれないときはききれないときはききれないときはききれないときは追加支給追加支給追加支給追加支給するするするする））））    

持持持持ちちちち込込込込みみみみ：：：：なしなしなしなし    

【【【【注意注意注意注意】】】】    解答解答解答解答はははは別紙解答用紙別紙解答用紙別紙解答用紙別紙解答用紙にににに記入記入記入記入することすることすることすること。。。。答案用紙答案用紙答案用紙答案用紙はははは表裏両面表裏両面表裏両面表裏両面をををを使用使用使用使用できるできるできるできる。。。。 

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．次次次次のののの各文章各文章各文章各文章のののの空欄空欄空欄空欄をををを埋埋埋埋めよめよめよめよ（（（（解答解答解答解答はははは、「、「、「、「(1)(1)(1)(1)……………………、、、、(2)(2)(2)(2)……………………、、、、……………………」」」」とととと数字数字数字数字のののの順番順番順番順番にににに書書書書くことくことくことくこと。）。。）。。）。。）。 

１１１１  「憲法」という言葉は、日本の歴史でも古くから登場するが、「日本国憲法」に用いられた「憲法」

は、近代西洋諸国で「政府の活動の基本的なルール」を意味 する（ １ ）〔解答は英語〕を翻訳した

ものである。そして、近代的意味の憲法の主な性質として、政府の仕組みを定める（ ２ ）規範性、

主権者たる国民 が政府に（ ３ ）を信託する（ ４ ）規範性、すべての規範の頂点に立つ（  ５ ）

規範性のほかに、政府活動に義務を課す（ ６ ）規範性をあげるこ とができる。 

２２２２ 「主権」という言葉の意味は、その言葉が用いられる文脈に応じて理解する必要がある。その第１

の 用法は憲法 41 条（「国会は、国権の最高機関であって、国の唯一の立法機関である」）の「国

権」と同じものを意味する（３）であり、第２の用法は（３）の 性質を示す対外的（ ７ ）性と対内的（５）

性であり、第３の用法は国政のあり方の（ ８ ）である。国民主権でいう「主権」はこれら３つの用法の

うち （ ９ ）の用法と考えられる。 

３３３３ 人権の性質として生得性、（ 10 ）性、（ 11 ）性がいわれる。ジョン ＝ロックは自然権を

（ 12 ）〔解答は英語〕という言葉で表現したが、これは自然権の生得性を内在させた言葉と考える

こともできる。他方、未成年や天 皇・皇族などの人権の（ 13 ）主体性が論じられること自体が、す

べての自然人が必ずしも（11）的に人権の（13）主体ではないことを示しているとい うこともできる。こ

のうち未成年者の人権を制約する理由として「（ 14 ）の発展・形成途上にあり判断力が未熟であ

る」ことが指摘される。ところが、例 えば、選挙権の付与年齢として（ 15 ）歳が世界的の大勢を占

めているにもかかわらず、日本ではなお 20 歳であることが示すように、その合理性は常に再 考すべ

きであろう。 

４４４４ 文言によって規範の内容を定めることに伴う限界を補完する考え方として、憲法学説は、憲法 

13 条〔「すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利につ

いては、（ 16 ）に反しない限り、立法その他の国政の 上で、最大の尊重を必要とする。」〕を個別

の権利を定める条文の（ 17 ）法的規定と解し、そこから「（ 18 ）人権」を根拠付けようとする。そし 

て、このような考え方から具体的にどのような権利が導き出されるかについては、大まかにいうと、あら

ゆる人間活動を含めようとする（ 19 ）自由説と （14）的自律説が説かれている。しかし、「（14）的生

存」といっても、人間の（ 20 ）は多様であり、かつその多様性を互いに認め合うというのが日 本国

憲法の基本的コンセプトなのであるから、（14）的自律説にもにわかに賛同することができないであろ

う。 



Ｂ．Ｂ．Ｂ．Ｂ．次次次次のののの各問各問各問各問のうちのうちのうちのうち３３３３問選択問選択問選択問選択してしてしてして解答解答解答解答せよせよせよせよ（（（（各各各各 300300300300 字程度字程度字程度字程度。。。。解答順解答順解答順解答順はははは自由自由自由自由であるがであるがであるがであるが、、、、どのどのどのどの問題問題問題問題にににに対対対対すすすす

るるるる解答解答解答解答であるかをであるかをであるかをであるかを明確明確明確明確にににに示示示示すことすことすことすこと。）。。）。。）。。）。 

１１１１ 「法の支配」の意味を論じた後、それが日本国憲法にどのように取り込まれたかについて説明しな

さい。 

２２２２ 「法の下の平等」につき、「形式的平等」・「実質的平等」・「絶対的平等」・「相対的平等」の４つの

語をもちいて説明しなさい。 

３３３３ 人権の制約原理について説明しなさい。 

４４４４ 外国人が参政権を享有すべきか否かについてろんじなさい。 

５５５５ 信教の自由と政教分離原則の調整が問題となる事例をあげて、どのように考えるべきかについて

論じなさい。 

 



日本国憲法試験問題

渋谷秀樹教官

平成 17年 2月 3日

９０分

A. 次の各文章の空欄を埋めよ（解答は、「( １ ) ……，( 2 ) ……，……」と数字の順番に書くこと。）。

１ 立憲主義の形式的起源は，「（ 1 ）」の原理あるいは高次法の思想に，またその実質的起源は，（ 2 ）

の思想に求めることができる。そしてこれらが（2）を確保するために統治権を政府に託したとす

る（ 3 ）思想（説，論）とあいまって，立憲主義的憲法の基盤を成しているといえよう。

２ 外国人に対する人権保障は，そこで問題となる権利の（ 4 ）によって判定されるとするのが判

例・通説である。そして外国人の参政権については，（ 5 ）の原理から，国籍のないものはそれを

持たないのは明らかとされる。しかし，最高裁は，地方参政権については「地方公共団体と（ 6 ）

な関係」をもつ人にそれを与えることは禁止されていないとしている。

３ 平等は，（ 7 ）価値の平等と（7）の自由な展開をどう調整するかという難問を抱えている。近代

立憲主義の前提は，形式的平等，つまり（ 8 ）の平等であったが，その後の経済・社会の状況の

変化に伴って，個々人の相違からきわめて不公正な事態が生じたこともあって，実質的平等，つま

り（ 9 ）の平等が，近代立憲主義の修正原理として取り込まれていった。

４ 宗教と政府の関係について，普遍的なあり方を示すことは困難である。イスラム諸国などは祭政一

致を，イギリスは（ 10 ）を，アメリカ合衆国やフランスなどは（ 11 ）をとる。日本では具体

的な政府の活動が（11）原則違反か否かが裁判で問題となった場合には，（ 12 ）基準によって判

定するというのが判例の立場である。

５ 生存権の法的効力について，かつては実質的に，権利ではなく（ 13 ）と同様のものと見る（ 14 ）

説が説かれた。しかし，その具体的内容は法律によって定められるが，法律の定める基準が違憲か

どうかの判断基準となるとする（ 15 ）説が有力となり，生活扶助費の額の低さが争われた，い

わゆる（ 16 ）訴訟において，（15）説がとられたとみてよいであろう。

６ 自衛権行使の用件は，正当防衛が認められる用件と対比させて，（ 17 ）の侵害（＝違法性）の要

件，ほかに手段がなくやむを得ずなされたという（ 18 ）の要件，および必要最小限の手段でな

ければならないという（ 19 ）の要件が説かれている。また，自衛のための必要最小限の実力は

「自衛力」であるとして，憲法 9条 2項がその保持を禁止する（ 20 ）にはあたらないとするのが

政府見解である。

B. 次の各問のうち 3問選択して解答せよ（各 300字程度。解答順は自由であるが，どの問題に対する解答

であるかを明確に示すこと。）。

１ 日本国憲法にある義務に関する規定が少ない理由を理由を説明しなさい。

２ 監獄内における人権保障のあり方について論じなさい。

1



３ プライバシーの権利について論じなさい。

４ 財産権に対する見方の変化を説明し，その補償のあり方について論じなさい。

５ 権力分立原理思想と日本国憲法のとる権力分立の内容について説明しなさい。

2



2005年度冬学期 日本国憲法（渋谷秀樹） 
試験時間：90 分 解答用紙：両面１枚（書ききれないときは追加支給する） 持ち込み：なし 【注意】 解答

は別紙解答用紙に記入すること。答案用紙は表裏両面を使用できる。 

Ａ．次の各文章の空欄を埋めよ（解答は、「(1)……、(2)……、……」と数字の順番に書くこと。）。 

１ 広義の国家は、領土、住人、（ １ ）の３つの要素から構成される。（ ２ ）意味の憲法は、国家の成

立と表裏一体の関係にあると考えられる。このような憲法のうち、現代的意味の憲法といわれるものは、

（ ３ ）意味の憲法の修正版ということができ、（ ４ ）の拡大と（ ５ ）の新たな保障、そして司法

権の復権ともいえる（ ６ ）制の整備をその特徴とする。 
２ 憲法規範内部の序列として、優位に立つものから挙げると（ ７ ）、憲法改正規範、（ ８ ）があると

され、日本国憲法でいうと、例えば、（ ９ ）は（７）であるとされている。そして、それは憲法改正規範

にのっとっても理論的には改正できないとされている。 
３ 憲法上の人権は、本来、政府と（ １０ ）の間のルールとして構想されたものとされるが、いわゆる社

会的権力の登場に伴い、人権の（１０）間適用が問題とされるようになった。日本と通説・判例は、（ １１ ）

説をとる。この考え方を具体化しようとして、現在、構想されている包括的な法律がいわゆる「人権擁護法」

であるが、この法案のモデルの一つとされるのは南北戦争後、アメリカ合衆国で整備されていった（ １２ ）

である。 
４ 生命、自由及び（ １３ ）権を定める憲法１３条は、いわば（ １４ ）法的規定であるとして「包括

的基本権条項」と呼ばれている。この規定がどのような権利を保障しているかについては、人間の行為一般を

保障するとする一般的自由説と理性的人間としてふさわしい行為・状態を保障するとする（ １５ ）説があ

り、日本では（１５）説が有力である。 
５ プライバシーの権利について、いわゆる「宴のあと」事件の東京地方裁判所の判決によれば、「（ １６ ）

をみだりに公開されない権利」と定義づけた。しかし、（１６）の概念があいまいなことなどから、現在では、

この権利は（ １７ ）権と理解するのがむしろ一般的である。 
６ 表現の自由の機能として、（ １８ ）、自己統治、（ １９ ）などが指摘されている。そしてこの自由

の重要性、性質などから、裁判所がその制約法令を審査するに当たっても、（ ２０ ）の推定を前提とせず

に厳格にその制約根拠を審査すべきであるとされている。 
 
Ｂ．次の各問のうち３問選択して解答せよ（各３００～４００字程度。解答順は自由であるが、どの問題に対

する解答であるかを明確に示すこと）。 

１ すべての実体的人権に共通して適用される憲法上の権利または原則を１つ挙げて、その概要を説明しなさ

い。 
２ 性表現行為はなぜ制限されるべきか、その根拠を説明した上で、あるべき制約のあり方を論じなさい。 
３ 政府と宗教の関係について日本国憲法がとる原則を説明した上で、判例はどのような基準を用いて、この

原則に違反するか否かを判定しているかを具体的な例をあげて説明しなさい。 
４ 「普通教育」を受ける権利は、教育にかかわるそれぞれの人からどのような権利・義務と理解されるか説

明した上で、教育内容はどのように定められるべきかについて論じなさい。 
５ 政府はどのようなレトリックを用いて自衛隊の存在を合憲としているのか、説明しなさい。 




















